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愛西学園・愛知黎明教育研究所通信 発行責任 佐藤廣和

いま噂のJK8公開授業に行ってきました－ハイレベルな学びの考察に脱帽

＜小雨降る中＞金山駅東口を出ると、 「学習会 本部←」のポスターを持った生徒。信号の手前、渡

った所など要所要所に傘も差さずにポスターを持った生徒達。普段から高フェス本部に出入りしてい

ない生徒達にも声をかけていることがすぐ分かりました。土曜の午前10時から 2時間の公開授業には

約60名の生徒達が集まりました。

＜ JK8？＞昨年のサマセ ミの私学助成講座

から派生して結成され、現在は約20名ほどの

生徒が参加しています 。今はや りの JK＝女

子高生ではなく、助成金のJKです。助成金と

ともに 「授業 (J)改革 (K)」 を目指す JK8に学び

の範囲を広げ、 2月の授業改革フェスでは公

開授業「理想の授業」を発表しました。残念なことに私は他の研究会と重なって発表を聴けなかった

のですが、 3月14日にリベンジ公開授業があることを牛島先生から聞き、ビデオ片手に参加しました。

＜しっかりとした資料集を駆使した公開授業＞

1限「”助成金を学ぶことは、未来を考えること”そして未来の助成金は…」

B4で 9頁の資料集をもとに公私格差や私学助成、学費の国際比較などを 10人の生徒が数分ずつ

語ります。おもしろいのは、 「 もしも助成金がなくなったら 」 と 「 もしも学費が無償になったら 」 とい う

のを未来予想図としてまとめていたことです。学費や助成金が単にそのことだけに留まらず、少子

化問題や幸福度、自己肯定感、いじめ問題など様々なことに関わっているという図です。学びなが

ら集団的な討論を重ねたからこそできあがったものだと思います。

2限「JK8で何を学んだのか」

3限「なんのためにこの教科を学ぶのか」調査報告

国語・数学・英語・社会・理科の各校の先生達から

聴き取った調査報告。

4限「挑戦 理想の授業」 ”日本史を楽しく学ぶ”

5限「まとめ」

「理想の授業」資料集はB4で24頁の大作です！

３限の聞 き取 り調査を受けて JK8が

作 った未来予想図 。 「学びの木 」か

ら伸びてい く ものが多様にあげられ

ています。私が特に惹かれたのは⑥

「自分の私生活に色がつく !!!★普段

何気なくしていること も 、学びと結合

することでより楽しくなる !! !」 です。

” 学びの概念砕 き ” で 感覚 ・感性が

生活世界に開かれていくと 、日常生

活が創造的に発展する 、など と難し

く言わな くて も 「色がつ く ! ! ! 」 と 表現

してしま う生徒達に再度脱帽です 。
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「もしも学費が無償化になったら」 「もしも助成金がなくなったら」

＜JK８の学びから感じたこと＞

★誕生と発展

サマセミの講座をきっかけにして （触発を受けて ）自主的な学びのグループが誕生したわけです

が、発表メンバーをみると 、マネージャーの竹中さんは高２だが他のメンバーは中学生 （ 1人は公立

中）と高１ばかり。この若い (?)生徒達が自ら学びの意味を考え始めた、助成金のJKだけでなく授業改

革の意味をJKに加えたことにまず注目したいと思います。

発表者の１人はこの間の経緯について次のように述べています。

「私達はたくさんのことを学んできました。学んだことによって自分の視野が何倍も広がったりとか、

すべての学びが楽しかったと心から感じたということがすごく強かったです。じゃあ、授業とどう違う

のか？なんで授業は心から楽しめないのか？」

そんな疑問から学びを考え始めたということでした。

★学校の学びと JK８の学びの違いは？その関連は？

マネージャーの竹中さんはまとめの発言でこのようにふり返ります。

「私も始めは学校の中に学びなんてないと思っていました。なぜなら、私は高フェスに入ってから

学びの楽しさを知ったからです。学校の勉強なんて大学受験のためじゃん。そう思っていました。

だけどこのレポートを作る会議や、いまのレポートを聞いていて改めて分かったのが、学校の学び

で培われた基礎知識がないと高フェスでやっている学びが実は本質的には理解できないんじゃな

いかと思いました。」

社会と直接つながる学びから”学びのスイッチ”がオンになることはこれまでもよく語られていたこと

ですが、そこを起点に学校の学びの意義をとらえ直すことを中高生がしているところがすごいと思い

ました。このような意識の変化をもたらした JK8の学びのプロセス、寄り添った顧問の先生達の助言に

とても関心を持ちました。一つはっきりと言えるのは、この学びが助成金問題に関わり、集団的に行わ

れたことによって生徒達の学びに対する意識が明確なサイクルの中に位置づけられていることです。

それは＜思い＞と＜行動＞と＜つながり＞のサイクルです。

「学べば学ぶほど思いが強くなる。思いが強くなればもっともっと行動したくなる、つながりを生み

出したくなる。この両方を達成するためには学びの楽しさを私達がどんどん広めていく必要があり

ます。学びを発信することで人の意見を聞けたりして自分の中での考えが確立していきます。こん

なふうにたくさんの力を集めているのが学びです。」

”学びの概念砕き”の極致、”学ぶ者の自己運動の誕生”を JK8の学びに見た思いでした。


